
太枠内を記入してください。

年（西暦） 月

学　　　　　歴

期　　　　　間 職　　　　　歴
（ 経 常 的 に 収 入 が あ る も の を 記 入 し て く だ さ い 。）

（ 西 暦 ）
年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

年　　月～　　　  年　　月

（ 西 暦 ）

（ 1 ） 日 本 の 小 学 校 、 中 学 校 を 卒 業 し た 者 は 、 高 校 入 学 か ら 現 在 に 至 る す べ て の 学 校に つ い
て 記 入 し て く だ さ い 。

（ 2 ） 上 記 以 外 の 者 は 、小 学 校 入 学 か ら 現 在 に 至 る す べ て の 学 校 に つ い て 記 入 し て くだ さ い 。
（ 3 ） 学 歴 の 記 入 に 当 た っ て は 、 学 校 名 ・ 学 部 ・ 学 科 等 を 入 学 年 月 お よ び 卒 業 （ 見 込 ）年 月

ご と に 分 け て 、 そ れ ぞ れ を 正 式 名 称 で 記 入 し て く だ さ い 。

フリガナ

出願する研究科・課程・出願区分等、該当項目にレ点を付け、必要事項を記入してください。

氏名

ﾁｪｯｸ
欄

性
別

（裏面へ続く）

志願研究科・課程・出願区分等

応用言語学研究科
博士前期課程

応用言語学研究科
博士後期課程

不動産学研究科
博士前期課程

不動産学研究科
博士後期課程

出願区分 □ 一般 □ 社会人　　□　外国人留学生

□ 一般 □ 社会人　　□　外国人留学生

　第１志望

　第２志望

　第１志望

　第２志望

　第１志望

　第２志望

　第１志望

　第２志望

□ 一般 □ 社会人　　□　外国人留学生

□ 言語教育　□　言語理論　□　言語文化

出願区分

出願区分

試験区分

希望するコース
（いずれか１つを選択）

経済学研究科
修士課程

様式２

キ

リ

ト

リ

セ

ン

応用言語学研究科
経 済 学 研 究 科
不 動 産 学 研 究 科

受験番号研 究 計 画 書

□ 男
□ 女

生年月日
（年齢）

※西暦で記入

年　　月　　日（満　　才）

入学後、研究指導を受けようとする
教員（p.11を参照し、第２志望まで
記入してください。）

入学後、研究指導を受けようとする
教員（p.16を参照し、第２志望まで
記入してください。）

入学後、研究指導を受けようとする
教員（p.７を参照し、第２志望まで
記入してください。）

入学後、研究指導を受けようとする
教員（p.17を参照し、第２志望まで
記入してください。）

論文題目
博士前期課程・修士課程志願者は学部卒業論文題目、博士後期課程志願者は修士論文題目を記入してください。作成し
ていない場合は「なし」と記入してください。

□ 修士の学位を有し、現在、日本国内の大学、短
期大学または高等専門学校で教育職員（非常勤
を含む。）として在職している者

□ 上記以外の者で、本学大学院博士後期課程の出
願資格を有する者

ynaka294
長方形



研究計画
・1000字程度で希望する研究について具体的に記入してください。
・パソコン等で作成する場合は、B5用紙を使用し、1行目に研究のテーマを明記し、黒太枠内に貼付してください。用紙は1枚の
み貼付することができます。

研究の
テーマ

キ

リ

ト

リ

セ

ン

□応用言語学／博士前期
□経済学／修士
□不動産学／博士前期

□A日程
□Ｂ日程

受験研究科／課程 入試日程
女

男

性別フリガナ

受験番号
（記入不要）

氏名

□応用言語学／博士後期
□不動産学／博士後期

※  太線枠内を記入し、□の該当箇所にレ点を記入してください。

写真添付欄

写真票

2025年度明海大学大学院入学試験

（写真裏面に志願研究科、
生年月日、氏名を記入）

１.カラー写真
２.正面・上半身・脱帽
　 3か月以内撮影のもの
３.背景無地のもの
４.縦４㎝×横３㎝
５.全面糊付

様式３




